
中日新聞へ「真摯に反省 鋭い報道を」 

 
 中日新聞 10 月 30 日朝刊から―中日新聞社は 19 日、連載「新貧乏物語第 4 部子ども

たちの SOS」の記事や写真を一部削除し、12 日朝刊に「おわ

び」を掲載した問題で、外部委員 4 人を交えた「新聞報道の

あり方委員会」を東京本社で開いた。本社の検証報告に対し、

外部委員は取材対象者との向き合い方、連載の方法、編集局

内の意識の見直しを求めた（写真は中日新聞サイト）。 

 この「検証」記事を何回も読んでみたが、どうも納得でき

なかった。それで掲載されること

はないと思ったが、中日新聞の

「発言」に投稿した。 

今年も障害者差別解消法など

投稿してきたが、残念ながら掲載

されることはなかった。「ヤング」

発言の場もあり、掲載される機会

はめったにない。掲載されるとし

ても、投稿からかなり先になる。 

今回は「問題」の重要性からか、

投稿した日に連絡があった。正直

びっくりした。電話で私の「発言」

の趣旨を確認するなどして、翌朝

に掲載された。 

私の言いたかったことは、この

「発言」に尽きるが、あまり反響

はなかった。2 年前の朝日新聞

「騒動」のときほど、読者の関心

もないようだ。 

嬉しかったのは、私が尊敬する

ベテラン・ジャーナリストから、 

私の「発言」にまったく同感する、

とメールをもらったことだ。とに

かく、今回の不祥事を「真摯に反

省して、鋭い報道」を期待したい。 

                           

   (2016 年 11 月 16 日) 


